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１ 

相
引
川 

屋
島
の
南
を
め
ぐ
っ
て
海
水
の
流
れ
て
い
る
川
で
、
屋
島
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
こ
の
川
に
よ
っ
て
陸
地
と
離

れ
、
川
は
東
西
か
ら
汐
が
満
ち
、
汐
が
引
い
た
と
き
に
東
西
に
引
き
分
か
れ
る
の
で
、
相
引
き
と
名
付
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。 

現
在
で
も
、
昔
よ
り
は
そ
の
川
幅
は
狭
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。 

現
在
の
相
引
川
は
、
三
百
十
数
年
前
の
生
駒
時
代
、
高
松
市
松
島
町
の
百
石
新
開
、
春
日
町
の
春
日
新
開
、
木

太
町
の
新
開
な
ど
と
と
も
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
高
松
藩
祖
松
平
賴
重
の
命
に
よ
っ
て
正
保
四
年
（
一

六
四
七
）
四
月
に
水
路
を
通
じ
た
も
の
で
す
。 

 

２ 

総
門
跡 

寿
永
二
年
（
一
一
八
三
）
九
月
、
平
氏
は
安
徳
天
皇
を
奉
じ
て
、
屋
島
の
行

宮
（
内
裏
）
が
で
き
る
ま
で
、
六
万
寺
を
行
在
所
と
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
こ

こ
の
門
を
構
え
て
海
辺
の
防
御
に
備
え
、
ま
た
上
陸
の
拠
点
と
し
ま
し
た
。
総

門
は
こ
の
遺
跡
で
す
。 

源
氏
が
平
氏
軍
を
急
襲
し
た
際
、
こ
こ
は
た
ち
ま
ち
源
氏
軍
の
占
領
す
る
と

 
総門跡 



 

こ
ろ
と
な
り
、
ゆ
え
に
里
人
は
こ
こ
を
源
氏
の
総
門
と
言
い
ま
す
。 

 
高
松
藩
主
松
平
賴
重
は
、
冠
木
門

か

ぶ

き

も

ん

を
建
て
て
こ
の
古
跡
を
表
し
ま
し
た
。 

一
説
で
は
、
現
在
の
総
門
の
東
南
に
木
戸
（
城
戸
）
の
地
名
が
あ
り
、
こ
こ
が
当
時
の
総
門
の
跡
で
あ
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

３ 

射
落
畠 

源
平
合
戦
の
際
、
源
義
経
の
四
天
王
に
数
え
ら
れ
る
佐
藤
継
信
が
大

将
義
経
の
身
代
わ
り
と
な
り
、
平
家
の
雄
将
能
登
守
教
経
の
強
弓
に
射

落
と
さ
れ
た
所
で
す
。 

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
五
月
、
継
信
の
孫
で
あ
る
佐
藤
信
古
が
墓

所
大
修
築
と
と
も
に
、
こ
の
地
に
も
柵
を
め
ぐ
ら
し
、
池
泉
を
造
り
、

射
落
畠
碑
と
遠
祖
君
乗
馬
薄
墨
碑
を
建
立
し
て
こ
れ
を
表
し
ま
し
た
。 

  

 

射落畠 



 

４ 

弓
流
し
跡 

 
義
経
は
勝
ち
に
乗
じ
て
海
中
に
討
ち
入
り
戦
う
う
ち
に
、
脇
下
に
挟
ん
で
い
た
弓
を
海
中
に
落
と
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
義
経
は
必
死
に
な
っ
て
そ
の
弓
を
拾
お
う
と
し
ま
す
。
平
家
方
の
腰
中
次
郎
兵
衛
盛
嗣
は
、
義
経
に
熊

手
を
か
け
て
引
こ
う
と
し
ま
す
。
こ
れ
を
み
て
い
た
源
氏
の
軍
兵
ど
も
は
、「
そ
の
弓
捨
て
さ
せ
給
え
」
と
申
し
上

げ
た
が
、
義
経
は
な
お
も
必
死
に
太
刀
で
熊
手
を
あ
し
ら
い
な
が
ら
、
や
っ
と
こ
の
こ
と
で
弓
を
か
き
寄
せ
取
り

上
げ
た
と
い
い
ま
す
。
危
険
を
冒
し
て
ま
で
弓
を
拾
っ
た
の
は
、
平
家
に
拾
わ
れ
て
「
源
氏
の
大
将
と
も
あ
ろ
う

者
が
こ
ん
な
弱
い
弓
を
使
っ
て
い
る
の
か
」
と
物
笑
い
に
な
る
の
を
恐
れ
た
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

５ 

洲
崎
寺 

〔
宗
派
〕
高
野
山
真
言
宗 

〔
由
緒
〕
洲
崎
寺
は
眺
海
山
円
通
院
と
号
し
、
大
同
年
間
（
八
〇
六
年
～
八
一
〇
年
）
に
弘
法
大
師
に
よ
り
創
建

さ
れ
、
本
尊
で
あ
る
「
観
世
音
菩
薩
」
は
弘
法
大
師
の
作
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
仁
明
天
皇
の
承
知
九
年
（
八
四
二
年
）
に
智
証
大
師
が
密
法
修
行
の
際
、
自
ら
不
動
明
王
の
像
を
刻
ん

で
本
堂
に
安
置
し
ま
し
た
。
本
堂
は
大
師
の
父
・
和
気
宅
成
の
創
建
で
す
。
清
和
天
皇
は
、
洲
崎
寺
を
勅
願
所
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。 



 

 

寿
永
四
年
（
一
一
八
五
年
）
屋
島
の
戦
に
あ
た
っ
て
、
こ

の
付
近
は
源
平
交
戦
の
衝
地
で
あ
っ
た
の
で
、
つ
い
に
兵
火

に
か
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
本
尊
な
ら
び
に
霊
像
だ
け
は
そ

の
災
を
免
れ
、
後
二
条
天
皇
の
乾
元
元
年
（
一
三
〇
二
年
）、

紀
州
和
歌
山
芦
辺
の
裏
に
堂
宇
を
移
し
、
次
い
で
天
正
の
兵

乱
に
名
草
郡
山
東
荘
黒
岩
村
に
移
し
、
浅
野
幸
長
の
入
国
で

再
び
今
の
和
歌
山
市
片
岡
町
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

徳
川
頼
宣
入
国
以
来
大
い
に
修
繕
を
加
え
て
保
護
寺
と
し

ま
し
た
。
現
在
の
松
生
院
（
旧
芦
辺
寺
）
が
こ
れ
に
当
た
り

ま
す
。 

 

源
平
合
戦
時
、
佐
藤
継
信
は
義
経
の
身
代
わ
り
と
な
り
、

能
登
守
の
矢
を
受
け
て
忠
死
し
ま
し
た
。
義
経
は
深
く
悲
し

ん
で
、
然
る
べ
き
寺
院
に
送
っ
て
葬
式
を
執
り
行
お
う
と
し

ま
し
た
が
、
戦
時
中
の
た
め
棺
な
ど
を
備
え
る
便
が
な
く
、

ま
た
周
辺
は
放
火
し
て
寺
院
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

 
洲崎寺 



 

で
洲
崎
寺
の
住
僧
に
命
じ
て
、
戦
火
に
よ
っ
て
焼
け
落
ち
た
本
堂
の
扉
に
継
信
の
亡
骸
を
乗
せ
て
、
瓜
生
ヶ
丘
ま

で
運
び
、
読
経
供
養
さ
せ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
※ 
真
念
の
墓 

 

「
四
国
遍
路
の
父
」
と
か
「
中
興
の
祖
」
と
言
わ
れ
る
真
念
の
墓

は
、
洲
崎
寺
の
境
内
南
西
の
隅
に
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

真
念
の
生
年
月
日
は
不
詳
で
す
が
、
土
佐
出
身
で
江
戸
初
期
の
人

で
す
。
真
言
宗
に
属
し
、
寺
も
師
も
持
た
な
い
頭
陀

ず

だ

聖
ひ
じ
り

と
い
う
、

遍
路
門
付
け
を
主
生
活
と
し
た
僧
で
し
た
。 

弘
法
大
師
に
帰
依
し
て
四
国
を
巡
る
こ
と
二
十
数
回
、
分
か
れ
道

に
道
標
を
建
て
た
り
、
そ
れ
ま
で
は
八
十
八
に
決
ま
っ
て
い
な
か
っ

た
霊
場
を
一
番
か
ら
八
十
八
番
ま
で
番
号
を
つ
け
て
順
路
を
決
め

札
所
と
し
た
り
、
案
内
記
等
を
出
版
し
ま
し
た
。 

 

墓
は
「
四
国
遍
礼
名
勝
図
絵
巻
四
」
に
「
原
村
の
小
高
き
岡
の
上

に
あ
り
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
実
際
は
大
町
川
東
南
三
昧
墓
地
に

 
真念の墓 



 

あ
っ
た
の
を
尋
ね
だ
し
ま
し
た
が
お
参
り
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
年
）
二
月
、

洲
崎
寺
の
境
内
へ
移
転
し
ま
し
た
。 

 
６ 
田
中
家
住
宅
（
登
録
有
形
文
化
財
） 

〔
主
屋
〕 

年
代
… 

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
頃 

 

構
造
及
び
形
式
等
… 
木
造
平
屋
一
部
二
階
建
、
鋼
板
葺

（
藁
葺
）、
庇
瓦
葺
、
建
築
面
積
約
百
六
十
平
方
メ
ー
ト
ル 

田
中
家
は
大
正
三
年
に
屋
号
一
和
堂
で
漆
器
商
を
創
業

し
ま
し
た
。
戦
火
に
あ
い
、
明
治
十
三
年
頃
の
建
物
を
譲

り
受
け
、
昭
和
二
十
年
に
屋
島
南
麓
に
移
住
し
、
現
在
も

居
宅
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
屋
島
南
麓
の
田
園
地
帯
の
歴

史
的
景
観
を
つ
く
る
要
素
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

主
屋
の
傾
斜
屋
根
は
、
四
方
蓋
造
り
と
い
う
建
て
方
で
、

上
屋
部
分
を
急
勾
配
・
寄
棟
造
・
鋼
板
葺
（
藁
葺
）
と
し
、

 
田中家住宅（主屋） 



 

そ
の
四
方
に
、
讃
岐
で
オ
ダ
レ
・
オ
ブ
タ
・
オ
オ
ブ
タ
と
呼
ば
れ
て
い
る
、
本
瓦
葺
の
庇
屋
根
を
巡
ら
し
て
い
ま

す
。
こ
の
下
屋
を
四
方
に
巡
ら
せ
た
造
り
は
、
元
来
は
上
層
階
級
の
住
ま
い
で
し
た
。 

 
外
装
は
真
壁
造
り
、
腰
部
は
立
板
壁
、
上
部
は
黒
漆
喰
塗
壁
で
、
室
内
は
続
き
間
の
六
室
取
り
、
土
間
（
ニ
ワ
）

が
右
側
よ
り
に
あ
り
、
座
敷
が
左
に
あ
る
の
で
左
勝
手
で
、
上
層
階
級
の
間
取
り
で
す
。
構
造
は
、
半
間
ご
と
に

柱
が
建
ち
、
丸
太
曲
材
を
多
用
し
巧
み
な
梁
組

や
な
ぐ
み

で
す
。
座
敷
境
は
差
鴨
居
を
用
い
て
い
ま
す
。
東
端
部
の
土
間
上

部
は
ヤ
マ
ト
天
井
と
い
い
、
竹
す
の
こ
天
井
の
上
に
泥
土
を
置
い
て
お
り
、
小
屋
根
裏
部
屋
を
つ
く
り
物
置
と
し

て
い
ま
す
。 

 

〔
酉
蔵
〕 

年
代
…
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
頃 

構
造
及
び
形
式
等
… 

土
蔵
造
二
階
建
、
瓦
葺
、
建
築
面
積
五
十
三
．
九
四
平
方
メ
ー
ト
ル 

緩
い
傾
斜
屋
根
の
上
方
は
切
妻
造
り
で
、
下
方
の
東
桁
行
面
の
入
り
口
戸
前
に
庇
屋
根
を
差
し
か
け
、
蔵
前
庇

を
つ
く
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
本
瓦
葺
で
、
屋
頂
は
冠
瓦
と
熨
斗
瓦
の
組
み
合
わ
せ
に
両
端
鬼
瓦
を
載
せ
て
い
ま
す
。 

 

外
壁
の
軒
鼻
は
内
丸
型
の
四
方
鉢
巻
付
で
、
厚
い
土
壁
を
白
漆
喰
塗
籠
で
塗
り
固
め
、
螻
羽

け

ら

ば

の
切
妻
屋
根
の
端

は
黒
漆
喰
塗
り
が
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
西
桁
行
面
と
南
妻
行
面
の
二
箇
所
の
小
さ
な
高
窓
は
鉄
格
子



 

を
は
め
込
ん
で
い
ま
す
。
正
面
は
東
桁
行
面
の
主
屋
側
に
出
入
口
の
蔵
戸
を
二
箇
所
設
け
て
い
ま
す
。 

室
内
は
、
半
間
ご
と
に
柱
を
立
て
る
真
壁
造
り
で
、
土
塗
壁
、
木
構
造
の
折
置
組
と
し
、
小
屋
組
は
両
端
の
天

秤
梁
か
ら
地
棟
梁
に
登
合
掌
梁
を
架
け
て
い
ま
す
。 

現
在
は
道
具
保
管
蔵
に
使
わ
れ
て
お
り
、
外
周
道
路
に
酉
蔵
土
蔵
の
裏
面
の
白
漆
喰
塗
を
見
せ
て
、
白
壁
塀
と

一
体
と
な
っ
て
景
観
を
構
成
す
る
存
在
で
す
。 

 

７ 

赤
牛
崎

あ

か

ば

ざ

き 

 

寿
永
四
年
（
一
一
八
五
）
二
月
、
屋
島
源
平
合
戦
の
折
、
源
氏
軍
は
瓜
生
が
丘
に
陣
を
構
え
ま
し
た
。 

 

当
時
、
屋
島
は
島
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
容
易
に
渡
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
た
ま
た
ま
高
松
方
面
（
高

松
町
）
か
ら
赤
牛
が
渡
れ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
（
夜
中
、
牛
の
角
に
松
明
を
つ
け
て
渡
っ
た
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。）
浅
瀬
が
あ
る
こ
と
知
っ
た
義
経
は
、
後
藤
兵
衛
父
子
ら
源
氏
軍
三
十
余
騎
に
海
を
渡
ら
せ
屋
島
に
上
陸
、

平
家
軍
の
陣
営
に
攻
め
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
地
に
赤
牛
崎
の
名
が
残
っ
て

い
ま
す
。 

  



 

８ 

牛
塚
神
社 

 
牛
塚
神
社
は
、
全
国
で
も
珍
し
い
、
牛
を
神
体
に
祭
っ
た
神
社
で
す
。 

 
寿
永
四
年
（
一
一
八
五
）
源
義
経
に
よ
る
屋
島
攻
め
の
際
、
付
近
を

流
れ
る
現
在
の
相
引
川
を
、
牛
が
角
に
松
明
を
付
け
て
先
導
し
、
そ
の

後
を
追
っ
て
義
経
は
騎
馬
軍
勢
を
進
め
「
瀬
の
渡
り
」
を
敢
行
し
て
屋

島
に
攻
め
入
り
ま
し
た
。
こ
の
事
が
牛
塚
神
社
創
建
の
「
い
わ
れ
」
と

牛
へ
の
感
謝
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

近
年
、
老
朽
化
で
傷
み
が
激
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
建
て
替
え
工
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

９ 

中
村
家
住
宅
（
登
録
有
形
文
化
財
） 

〔
主
屋
〕 

年
代
… 

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
／
昭
和
初
期
（
一
九
二
六
～
一
九
八
八
）
増
築 

 

構
造
及
び
形
式
等
… 

木
造
平
屋
建
、
鉄
板
葺
、
建
築
面
積
二
百
五
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル 

中
村
家
は
屋
島
塩
業
の
三
傑
と
言
わ
れ
た
名
家
で
す
。
入
母
屋
造
、
も
と
茅
葺
の
四
周
に
桟
瓦
葺
の
下
屋
庇
を

 

牛塚神社 



 

 

廻
し
た
つ
く
り
で
、
桁
行
八
間
、
梁
行
五
間
の
平
面
規
模
を
有
し
、
東
南

部
に
玄
関
と
洋
風
応
接
間
を
、
西
側
に
仏
間
等
を
増
築
し
て
い
ま
す
。
玄

関
脇
の
格
子
窓
に
鍔
を
嵌
め
込
む
な
ど
上
質
で
凝
っ
た
造
作
が
特
徴
で
す
。 

 

〔
庭
門
及
び
塀
〕 

年
代
… 

昭
和
初
期
（
一
九
二
六
～
一
九
八
八
） 

 

構
造
及
び
形
式
等
… 
庭
門 

木
造
、
瓦
葺
、
間
口
一
．
六
メ
ー
ト
ル 

塀 
石
造
、
瓦
葺
、
延
長
九
十
一
メ
ー
ト
ル 

 

主
屋
の
南
側
で
南
北
方
向
に
建
ち
、
袖
石
塀
の
南
端
部
は
土
塀
、
北
端

部
は
式
台
玄
関
脇
に
取
り
付
き
、
前
庭
と
奥
庭
を
仕
切
る
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
延
長
約
十
メ
ー
ト
ル
。
中

央
に
木
造
の
平
門
形
式
、
切
妻
造
り
、
一
文
字
瓦
葺
、
軒
先
銅
版
葺
、
軒
裏
は
網
代
組
、
幅
一
．
六
メ
ー
ト
ル
で
、

門
口
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
袖
塀
の
下
方
は
石
積
塀
で
、
上
方
は
竹
の
枝
を
組
ん
だ
立
会
い
垣
、
頂
部
は
銅
板
で

覆
っ
て
い
ま
す
。
柱
や
冠
木
等
に
奇
木
を
用
い
た
凝
っ
た
つ
く
り
で
、
主
屋
の
座
敷
か
ら
の
点
景
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

中村家住宅（主屋） 



 

 

〔
塀
〕 

敷
地
の
南
・
西
に
あ
り
、
南
辺
の
基
礎
は
花
崗
岩
庵
治
石
の
延
べ
石

上
に
、
三
段
錣
壁
を
黒
漆
喰
塗
仕
上
げ
、
西
辺
の
基
礎
は
花
崗
岩
庵
治

石
の
延
べ
石
上
に
、
白
漆
喰
塗
壁
で
角
隅
に
角
柱
を
埋
め
込
ん
で
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
頂
部
は
瓦
で
覆
っ
て
い
ま
す
。
広
大
な
敷
地
を
限
る
た

め
に
設
け
る
囲
い
や
仕
切
り
は
、
屋
敷
構
え
の
構
成
上
欠
か
せ
な
い
要

素
で
あ
り
、
西
南
、
西
北
角
隅
の
景
観
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。 

  

【
参
考
文
献
】 

文
化
庁
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

牟
礼
町
史
編
集
委
員
会
『
牟
礼
町
史
』
平
成
五
年
三
月
二
十
日 

牟
礼
町
発
行 

『
牟
礼
町
史
』
平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
日 

牟
礼
町
発
行 

高
松
市
史
編
修
室
『
新
修
高
松
市
史Ⅰ

』
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
十
五
日 

高
松
市
役
所
発
行 

古
高
松
郷
土
史
編
集
委
員
会
『
古
高
松
郷
土
史
』
昭
和
五
十
二
年
二
月
二
十
八
日
発
行 

中村家住宅（塀） 



 

八栗駅 

総門跡 

射落畠 

弓流し 洲崎寺 

弓流し 

赤牛崎 

牛塚神社 

中村家住宅 田中家住宅 

古高松駅 
琴電屋島駅 



 

１１月２４日（日） 屋島東町からの復路 

ことでん電車【志度線・上り】 

（古高松）    （琴電屋島）    （瓦町）  

  11：58  →   12：01  →   12：15 

12：18  →    12：21    →     12：35   

次回のふるさと探訪は・・・・ 

 テ － マ 香西の社寺を訪ねる 

 と  き 平成２５年１２月１５日（日） 

      ９：３０～１２：００頃 

 集合場所 香西コミュニティセンター 

 ※公共交通機関をご利用ください。 

 講  師 立山 信浩さん（下笠居・香西郷土史講座講師） 

☆開催案内は広報「たかまつ」１２月１日号に掲載しますので、 

ご覧ください。 

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、文化財課（TEL 839

－2660「午前７時 30分～開始時間まで」）でお知らせします。 

（電話が通じない場合は、「実施」です。） 

★次回の交通案内★--------------------------------------- 

  ことでんバス 

（高松駅）     （中塚）    

8：30   →     8：56   （香西車庫行き） 

8：40   →   9：01   （弓弦羽行き） 

9：00   →   9：26  （香西車庫行き） 

  香西コミュニティセンター…中塚バス停から徒歩約３分 

 



 

 

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

 

※ 参加中は、次のことに充分留意し、 

 安全で意義のある探訪としましょう。 

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

（必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、道路の端

を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気をつけましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気をつ

けましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 

 

 


